
Ⅰ．はじめに

　ハゼノキは果皮から木蝋を採取する特用樹であることから，九

州育種場では木蝋収量の向上等を目標とした育種に関する研究を

進めている。

　一般的にハゼノキは雌雄異株とされる。それに対しこれまでに

山手・西村（4）が，雄株と思われていた個体にわずかに果実が

形成される例を報告している。しかしこの種の事例報告は少なく，

ハゼノキの性に関して未だ不明な点が多い。

　２００３年５月，人工交配技術の向上を目的として，熊本県水俣市

の試験地とその周辺においてハゼノキの花に関する調査を行った

ところ，優良候補木の丹原１号，同３号と試験地外の１個体に

雄・雌・両性と見られる花を確認した。さらに同年１０月にはこれ

らの個体で果実形成を確認した。確認された個体のうち，丹原

１，３号は同一クローンで在来品種の王ハゼとされている（1）。

　これらが両性の機能を有する個体とすれば，人工交配材料とし

て，またはハゼノキ栽培園での花粉兼果実供給個体として利用す

ることができる。そこで，今回はこの王ハゼと考えられる個体の

繁殖性能と果実生産性に関する調査を行ったので報告する。

Ⅱ．材料と方法

　供試材料は水俣市に設定したハゼノキ試験地に植栽されている

丹原１号，同３号である。これらのラメートは合わせて９本植栽

されており，全てのラメートについて２００３年の開花時に花序３房

以上ずつ性の調査を行った。また丹原１号から３花序を採取して

雄・雌・両性花の割合を調べた。

　次に雌雄性能を見るため，丹原１号から採取した花粉を用いた

発芽実験と，２００１年に採取した種子（常温保存）を用いた発芽実

験を行った。

　さらに過去４年間の果実生産量を他の優良候補木と比較した。

樹冠の大きさが異なる個体間で比較するため，鉛直方向を軸とし

た回転楕円体と仮定して樹冠の体積を算出し，樹冠の単位体積あ

たりの果実重量を求めた。

Ⅲ．結果と考察

　調査した丹原１，３号の全９ラメートで雄・雌・両性と見られる

花を確認した（写真－１）。したがってこの花の特徴は環境によ

る変異ではなく，クローンの持つ遺伝的な形質によるものである
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写真－１．丹原１号の雄花と雌花（中央左，右側）
　　　　　　左端，右端はそれぞれ通常の雄花と雌花。



可能性が高い。雄・雌・両性花は１花序に混在しており，丹原１

号から採取した３花序について調べたところ，各花序の雄：雌：

両性の割合は４４：１２４：１２，５５：８７：１９，６３：５４：９であった。

　花粉発芽実験を行ったところ，２００粒３回繰り返しの平均発芽

率が６１．８％であった（写真－２）。また種子発芽率は２００粒中２粒

発芽の１％であった。西村ら（2）の報告では主要４品種の種子

発芽率は４２－６７％であった。それらと比較すると種子発芽率は極

端に低かったが，実生は得られた。発芽率が低いことの原因とし

て，自殖弱勢や種子の保存状態の悪さなどが考えられるが，今後

解明すべき項目であろう。

　また，表－１に４年間の各優良候補木の平均果実生産量を平均

値順に示す。上位の八女１号は葡萄ハゼ，鳥栖３号は伊吉ハゼ，

黒木１号は昭和福ハゼと考えられている（1）。丹原１，３号は毎

年果実を生産するが，他の優良候補木と比較すると生産量は低

かった。

　花粉・種子発芽実験から，供試個体は雌雄の両性能を有すると

考えられる。したがって，本個体は完全雌雄異株では不可能で

あった，自殖や父親の果実形質が分かった上での交配・解析の材

料として利用できるであろう。またハゼノキは受粉しないと果実

を形成しないとする報告がある（3）。これが事実としたら栽培

園付近に雄株があると雌株の果実生産量が上がる可能性がある。

これらのことから，丹原１，３号は，果実の大量生産には向かない

ものの，果実の生産用と他個体のための花粉の供給源として兼用

することで，ハゼノキ生産効率を向上させ得ると考えている。

　今回の調査でハゼノキには両性個体の存在が確認された。よっ

て，ハゼノキは雄・雌・両性株の存在する「雑居性」雌雄異株植

物である可能性がある。今後，他の両性株の探索，性の年次・環

境変動について調査を進めていきたい。
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写真－２．丹原１号の花粉の発芽の様子

表－１．４年間の樹冠の単位体積当たりの果実重（g/m３）
平均０１年００年９９年９８年候補木名　　

２４７．６３９９．８２７４．５１５９．３１５６．９八女１号

１９６．４２５２．４２４１．２１７７．３１１４．４木部１号

１５９．６５４２．３９．４８３．６３．０鳥栖３号

１４１．４２８６．６４７．０２０２．８２９．２黒木１号

１０１．０９２．５３２．４１４０．３１３８．６戸島１号

１００．９２９８．４３６．６２６．９４１．６有家１号

９８．４２２９．４３１．７１０３．６２８．９水俣３号

９１．７２４４．９５４．７６３．３３．９久留米２号

８３．４１０４．４５９．３１２４．６４５．２高田１号

８０．１１４７．９１９．４１００．２５３．１水俣２号

７３．４１６８．４１８．５１００．５６．１黒木５号

７０．９１４２．８３．１１２０．９１６．６水俣４号

７０．２１７９．５２８．０６８．２４．９鳥栖５号

６０．８１６３．４５８．８１９．４１．７久留米３号

５５．４１６５．７３２．５１８．２５．３丹原２号

５３．３１５８．４３９．５８．６６．９久留米４号

４６．９１４７．１０．１２３．３１７．２木部３号

４５．９７９．０５９．９２６．５１８．０鳥栖４号

４３．９１３９．８１１．７２２．４１．８筑後１号

４３．５６２．２６５．７４４．７１．２黒木４号

４３．０１１６．３２０．４３２．９２．６水俣１号

４２．３１１１．０３４．０１９．０５．２久留米５号

４１．６５０．３６．９１０４．１５．３鳥栖２号

４０．８８８．１７．０１４．６５３．７丹原１号

３４．８９３．５２８．５１５．８１．４久留米６号

３３．８８２．８３２．６１９．３０．８丹原３号

２１．５３６．０９．２２３．３１７．５甘木３号

２１．３６３．２１８．５３．４０．０甘木１号

７６．６１６５．９４５．８６６．７２７．９平均


